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第１ 法人の概要 

１ 沿 革 

平成 ２年６月１１日 アジア太平洋博覧会協会からの寄付金等を基に「財団法人

よかトピア記念国際財団」を設立 

平成２３年６月１１日 福岡県知事より公益財団法人としての認定を受ける 

平成２３年８月 １日 公益財団法人設立登記 

平成２６年４月 １日 公益財団法人福岡国際交流協会との合併により名称変更 

２ 目 的 

この法人は、アジア太平洋博覧会―福岡'89の成功を記念するとともに、アジアに

開かれた福岡の歴史、文化、その他の特性を生かした国際交流を促進する活動を行

うことにより、市民一人ひとりが多様性を認め合いながら国際的な相互理解を深め

る多文化共生社会の実現に寄与し、もって、地域の発展と国際平和に貢献すること

を目的とする。 

３ 事 業 

この法人は、上記の目的を達成するために、次の事業を行う。 

ア アジア太平洋博覧会―福岡’89 を記念する事業

イ 市民の国際交流を促進する事業

ウ 在住外国人及び外国人学生を支援する事業

エ グローバル人材を育成する事業

オ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
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４ 役員及び評議員名簿（令和８年８月１日） 

役 職 名 氏  名 備 考 

理 事 長 谷 川 浩 道 福岡商工会議所会頭 

専務理事 小 川 明 子 （常勤） 

理 事 安 部 裕 公益財団法人西日本シティ財団専務理事 

理 事 加 藤 順 市 郎 日本国際連合協会福岡県本部専務理事 

理 事 髙 橋 伸 也 福岡市総務企画局理事 

理 事 田 中 大 輔 福岡商工会議所産業振興部長 

理 事 中 尾 実 樹 九州大学大学院農学研究院教授 

監 事 大 島 輝 久 株式会社福岡銀行地域共創部長 

監 事 野 中 晶 福岡市会計管理者 

評 議 員 岩 田 健 治 九州大学理事・副学長 

評 議 員 大 曲 昭 恵 公益財団法人福岡県国際交流センター理事長 

評 議 員 田 中 徹 一般社団法人九州経済連合会常務理事 

評 議 員 土 屋 直 知 公益社団法人福岡貿易会相談役 

評 議 員 中 村 英 一 福岡市副市長 

評 議 員 縄 田 真 澄 福岡経済同友会事務局長 
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　５　組織    （令和８年８月１日現在）

評議員会

評議員(6)
8

理事会
（市派遣） （市派遣）

理事長(1)
  理事(6)

20

（市派遣）

 監 事(2) 11

（市派遣） （市派遣）

（職員内訳一覧表）

6名

14名

20名

嘱託職員

合計

専務理事 事務局長

多文化共生課長 係　員 １名

嘱託職員９名

市派遣

総務課長

嘱託職員５名

係　員 ２名
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第２ 令和７年度決算に関する書類 

１ 事業報告 

 公益財団法人福岡よかトピア国際交流財団は、アジア太平洋博覧会－福岡’89 の成功を

記念するとともに、福岡市の特性を生かした国際交流活動を行うことにより市民一人ひと

りが多様性を認め合いながら国際的な相互理解を深める多文化共生社会の実現に寄与し、

もって、地域の発展と国際平和に貢献するという目的の達成に向けて、次の４つの事業を

実施した。 

（１）アジア太平洋博覧会－福岡’89を記念する事業

福岡アジア文化賞の共催及びアジア太平洋こども会議・イン福岡への助成を行った。 

（２）市民の国際交流を促進する事業

① 国際交流活動助成

市民の国際交流を支援し、福岡市のさらなる国際化及び多文化共生社会の実現等

に寄与する活動を行う４団体に対して助成を行った。 

② 外国人支援ボランティアバンク

地域住民と外国人との相互理解や交流の促進、多文化共生社会の実現のため、通

訳等ボランティアの派遣等の外国人支援を行った。 

③ 語学等を通じた国際理解

留学生から学ぶ外国語教室、外国人による日本語スピーチコンテスト等の事業を

行った。 

④ 国際交流推進

市民の国際交流の推進や外国人支援の強化を図るため、子どもを対象とした事業

を中心に福岡アジア美術館等の他機関と連携し事業を実施した。 

（３）在住外国人及び外国人学生を支援する事業

① 一般相談・情報提供

「福岡市外国人総合相談支援センター」において、在留手続き、雇用等の生活に

係る様々な相談に電話通訳サービスを含め 24言語で対応し、関係機関への案内や情

報提供を行った。 

② 外国人専門相談

在住外国人向けに法律相談や心理カウンセリング等を実施した。

③ 地域における日本語教育の推進

地域日本語教室で在住外国人の日本語学習支援の担い手となるボランティアを養

成する講座や、日本語を初めて勉強する外国人を対象に日本語の基礎を学ぶ講座を

開催したほか、新たに日本語教室を開設する団体の掘起し及び教室立上げ時の日本

語教師派遣を行った。 
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④ 外国にルーツを持つ子どもと保護者の支援

外国にルーツを持つ子どもや保護者の日本語学習支援や子どもの居場所づくり等

を行ったほか、子どもを対象とした日本語教室を支える人材を育成した。 

⑤ その他

地域での相互理解・国際交流を促進するため、区役所や自治会等と連携し交流事業

を実施するとともに、日本語学校や専門学校、外国人が働く企業で、日常生活におけ

るルール・マナーについての出前講座等を行った。 

（４）グローバル人材を育成する事業

① 福岡市国際財団奨学金

福岡での就職等を希望する外国人留学生への奨学金給付を行うとともに、地元企

業でのインターンシップ等、福岡への定着に向けたサポートを行った。 

② 留学生育英奨学金

福岡都市圏で学ぶ留学生へ団体や企業、個人からの寄付金による奨学金を給付し

た。 

③ 日本人大学生留学奨学金

海外留学を希望し、大学卒業後に福岡で就職等を目指す日本人大学生に奨学金を

貸与した。 

④ 留学生と企業の交流サロン

就職活動に必要な知識等の啓発及び地元企業との交流により留学生の就職支援

及び福岡への定着を促進した。 
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（５）理事会等開催状況

会議名 開催日 内容 

理事会 R7.4.1 

議案審議（決議の省略による） 

・理事の辞任に伴う補欠選任候補者の推薦に関する件

・評議員会の開催に関する件

評議員会 R7.4.1 
議案審議（決議の省略による） 

・理事の選任に関する件

理事会 R7.4.1 
議案審議（決議の省略による） 

・専務理事選定に関する件

理事会 R7.5.26 

議案審議 

・令和６年度事業報告及び決算に関する件

・定時評議員会の開催に関する件

理事会 R7.6.11 
議案審議（決議の省略による） 

・役員の任期満了に伴う次期役員の推薦に関する件

評議員会 R7.6.25 

報告 

・令和６年度事業報告及びその附属明細書に関する件

・令和７年度事業計画及び収支予算に関する件

・「役員賠償責任保険」の令和７年度契約締結に関する件

議案審議 

・令和６年度貸借対照表、正味財産増減計算書、これらの附

属明細書及び財産目録に関する件 

・役員の任期満了に伴う次期役員の選任に関する件

理事会 R7.6.25 

議案審議（決議の省略による） 

・理事長１名選定に関する件

・専務理事１名選定に関する件

理事会 R8.3.27 

議案審議 

・令和８年度事業計画及び収支予算（案）等に関する件

・中期経営計画（案）に関する件

報告 

・理事長及び専務理事の職務執行状況の報告に関する件
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２　貸 借 対 照 表 (令和８年３月31日現在)

（1）貸借対照表
(単位：円）

科　　 　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ 資 産 の 部
  １．流動資産

(１) 現金預金
普通預金 40,858,631 31,685,677 9,172,954
現金預金合計 40,858,631 31,685,677 9,172,954

(２) その他流動資産
未収金 9,396,189 5,473,659 3,922,530
前払費用 274,661 341,461 ▲ 66,800
未収金利息 8,302,645 9,019,048 ▲ 716,403
その他流動資産合計 17,973,495 14,834,168 3,139,327
流動資産合計 58,832,126 46,519,845 12,312,281

 ２．固定資産
(１) 基本財産

投資有価証券 2,952,993,550 3,117,288,000 ▲ 164,294,450
普通預金 272,000 0 272,000
定期預金 95,750,440 95,750,440 0
基本財産合計 3,049,015,990 3,213,038,440 ▲ 164,022,450

(２) 特定資産
建物修繕積立資金 0 18,683,531 ▲ 18,683,531
経営安定化資金 7,529,000 7,529,000 0
レインボー留学生基金 567,749,737 585,664,340 ▲ 17,914,603
貸付積立資産(日本人大学生留学奨学金) 2,771,005 2,750,106 20,899
貸付金(日本人大学生留学奨学金) 42,010,000 39,370,000 2,640,000
特定資産合計 620,059,742 653,996,977 ▲ 33,937,235

(３) その他固定資産
長期前払費用 99,781 300,161 ▲ 200,380
建物 50,876,420 50,876,420 0
建物付属設備 70,929,640 55,650,640 15,279,000
構築物 2,217,676 2,217,676 0
什器備品 22,232,224 22,232,224 0
減価償却累計額 ▲ 45,179,038 ▲ 38,526,792 ▲ 6,652,246
電話加入権 961,688 961,688 0
借地権 6,200,000 6,200,000 0
その他固定資産合計 108,338,391 99,912,017 8,426,374
固定資産合計 3,777,414,123 3,966,947,434 ▲ 189,533,311
資産合計 3,836,246,249 4,013,467,279 ▲ 177,221,030

Ⅱ 負 債 の 部
 １．流動負債

         未払金 10,177,617 10,338,287 ▲ 160,670
         預り金 13,367,125 6,902,476 6,464,649
         前受金 900,000 400,000 500,000

流動負債合計 24,444,742 17,640,763 6,803,979
負債合計 24,444,742 17,640,763 6,803,979

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
 １．指定正味財産

         地方公共団体補助金 500,933,989 516,290,393 ▲ 15,356,404
         寄付金 3,079,654,220 3,242,559,970 ▲ 162,905,750

指定正味財産合計 3,580,588,209 3,758,850,363 ▲ 178,262,154
（うち基本財産への充当額） (2,968,057,467) (3,131,065,917) (▲163,008,450)
（うち特定資産への充当額） (612,530,742) (627,784,446) (▲15,253,704)

 ２．一般正味財産 231,213,298 236,976,153 ▲ 5,762,855
（うち基本財産への充当額） (80,958,523) (81,972,523) (▲1,014,000)
（うち特定資産への充当額） (7,529,000) (26,212,531) (▲18,683,531)
正味財産合計 3,811,801,507 3,995,826,516 ▲ 184,025,009
負債 及び 正味財産合計 3,836,246,249 4,013,467,279 ▲ 177,221,030
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（2）貸借対照表内訳表
(単位：円）

科　　 　目 公益目的事業会計 法人会計 合計
Ⅰ 資 産 の 部
  １．流動資産

(１) 現金預金
普通預金 28,152,496 12,706,135 40,858,631
現金預金合計 28,152,496 12,706,135 40,858,631

(２) その他流動資産
未収金 9,245,610 150,579 9,396,189
前払費用 263,264 11,397 274,661
未収金利息 7,635,571 667,074 8,302,645
その他流動資産合計 17,144,445 829,050 17,973,495
流動資産合計 45,296,941 13,535,185 58,832,126

 ２．固定資産
(１) 基本財産

投資有価証券 2,632,895,000 320,098,550 2,952,993,550
普通預金 272,000 0 272,000
定期預金 81,461,000 14,289,440 95,750,440
基本財産合計 2,714,628,000 334,387,990 3,049,015,990

(２) 特定資産
経営安定化資金 7,529,000 0 7,529,000
レインボー留学生基金 567,749,737 0 567,749,737
貸付積立資産(日本人大学生留学奨学金) 2,771,005 0 2,771,005
貸付金(日本人大学生留学奨学金) 42,010,000 0 42,010,000
特定資産合計 620,059,742 0 620,059,742

(３) その他固定資産
長期前払費用 95,640 4,141 99,781
建物 47,170,991 3,705,429 50,876,420
建物付属設備 68,355,023 2,574,617 70,929,640
構築物 1,756,459 461,217 2,217,676
什器備品 19,161,688 3,070,536 22,232,224
減価償却累計額 ▲ 40,216,995 ▲ 4,962,043 ▲ 45,179,038
電話加入権 0 961,688 961,688
借地権 5,942,700 257,300 6,200,000
その他固定資産合計 102,265,506 6,072,885 108,338,391
固定資産合計 3,436,953,248 340,460,875 3,777,414,123
資産合計 3,482,250,189 353,996,060 3,836,246,249

Ⅱ 負 債 の 部
 １．流動負債

         未払金 8,351,200 1,826,417 10,177,617
         預り金 13,989,344 ▲ 622,219 13,367,125
         前受金 900,000 0 900,000

流動負債合計 23,240,544 1,204,198 24,444,742
負債合計 23,240,544 1,204,198 24,444,742

Ⅲ 正 味 財 産 の 部
 １．指定正味財産

         地方公共団体補助金 500,933,989 0 500,933,989
         寄付金 2,747,504,930 332,149,290 3,079,654,220

指定正味財産合計 3,248,438,919 332,149,290 3,580,588,209
（うち基本財産への充当額） 2,635,908,177 332,149,290 2,968,057,467
（うち特定資産への充当額） 612,530,742 0 612,530,742

 ２．一般正味財産 210,535,147 20,678,151 231,213,298
（うち基本財産への充当額） 78,719,823 2,238,700 80,958,523
（うち特定資産への充当額） 7,529,000 0 7,529,000
正味財産合計 3,458,974,066 352,827,441 3,811,801,507
負債 及び 正味財産合計 3,482,214,610 354,031,639 3,836,246,249
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（１）正味財産増減計算書
(単位：円）

科　　 　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部

 １． 経常増減の部
(１) 経常収益

①基本財産運用益 53,890,845 53,181,744 709,101
②特定資産運用益 3,128,677 1,337,809 1,790,868
③事業収益 29,165,545 29,136,167 29,378
④受取補助金等 105,345,394 105,840,057 ▲ 494,663
⑤受取負担金 450,000 545,328 ▲ 95,328
⑥受取寄付金 4,000,000 4,500,000 ▲ 500,000
⑦雑収益 50,330 103,110 ▲ 52,780

経常収益計 196,030,791 194,644,215 1,386,576
(２) 経常費用

①事業費 177,771,481 186,056,636 ▲ 8,285,155
②管理費 22,999,271 23,549,966 ▲ 550,695

経常費用計 200,770,752 209,606,602 ▲ 8,835,850
当期経常増減額 ▲ 4,739,961 ▲ 14,962,387 10,222,426

 ２． 経常外増減の部
(１) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(２) 経常外費用

経常外費用計 1,022,894 1,196,895 ▲ 174,001
当期経常外増減額 ▲ 1,022,894 ▲ 1,196,895 174,001
当期一般正味財産増減額 ▲ 5,762,855 ▲ 16,159,282 10,396,427
一般正味財産期首残高 236,976,153 253,135,435 ▲ 16,159,282
一般正味財産期末残高 231,213,298 236,976,153 ▲ 5,762,855

Ⅱ 指定正味財産増減の部
①受取寄付金 102,700 2,243,154 ▲ 2,140,454
②基本財産運用益 53,780,393 53,122,543 657,850
③特定資産運用益 7,532,466 7,506,489 25,977
④基本財産評価益 0 0 0
⑤特定資産評価益 0 0 0
⑥基本財産評価損 163,360,884 166,420,856 ▲ 3,059,972
⑦特定資産評価損 18,822,920 24,376,520 ▲ 5,553,600
⑧一般正味財産への振替額計 ▲ 57,493,909 ▲ 55,946,414 ▲ 1,547,495

当期指定正味財産増減額 ▲ 178,262,154 ▲ 183,871,604 5,609,450
指定正味財産期首残高 3,758,850,363 3,942,721,967 ▲ 183,871,604
指定正味財産期末残高 3,580,588,209 3,758,850,363 ▲ 178,262,154

Ⅲ 正味財産期末残高 3,811,801,507 3,995,826,516 ▲ 184,025,009

３　正味財産増減計算書（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）
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(単位：円）
科　　 　目 公益目的事業会計 法人会計 合計

Ⅰ 一般正味財産増減の部
 １． 経常増減の部

(１) 経常収益
①基本財産運用益 49,214,985 4,675,860 53,890,845
②特定資産運用益 3,128,677 0 3,128,677
③事業収益 29,165,545 0 29,165,545
④受取補助金等 85,385,011 19,960,383 105,345,394
⑤受取負担金 300,000 150,000 450,000
⑥受取寄付金 4,000,000 0 4,000,000
⑦雑収益 40,330 10,000 50,330
経常収益計 171,234,548 24,796,243 196,030,791

(２) 経常費用
①事業費 177,771,481 0 177,771,481
②管理費 0 22,999,271 22,999,271
経常費用計 177,771,481 22,999,271 200,770,752

当期経常増減額 ▲ 6,536,933 1,796,972 ▲ 4,739,961
 ２． 経常外増減の部

(１) 経常外収益
経常外収益計 0 0 0

(２) 経常外費用
経常外費用計 1,022,894 0 1,022,894

当期経常外増減額 ▲ 1,022,894 0 ▲ 1,022,894
当期一般正味財産増減額 ▲ 7,559,827 1,796,972 ▲ 5,762,855
一般正味財産期首残高 218,094,974 18,881,179 236,976,153
一般正味財産期末残高 210,535,147 20,678,151 231,213,298

Ⅱ 指定正味財産増減の部
①受取寄付金 102,700 0 102,700
②基本財産運用益 49,086,529 4,693,864 53,780,393
③特定資産運用益 7,532,466 0 7,532,466
④基本財産評価益 0 0 0
⑤特定資産評価益 0 0 0
⑥基本財産評価損 142,354,032 21,006,852 163,360,884
⑦特定資産評価損 18,822,920 0 18,822,920
⑧一般正味財産への振替額 ▲ 52,820,847 ▲ 4,673,062 ▲ 57,493,909

当期指定正味財産増減額 ▲ 157,276,104 ▲ 20,986,050 ▲ 178,262,154
指定正味財産期首残高 3,405,715,023 353,135,340 3,758,850,363
指定正味財産期末残高 3,248,438,919 332,149,290 3,580,588,209

Ⅲ 正味財産期末残高 3,458,974,066 352,827,441 3,811,801,507

（２）正味財産増減計算書内訳表
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１　重要な会計方針

（1） 有価証券の評価基準及び評価方法

その他の有価証券　時価のあるもの・・・決算日の市場価格等に基づく時価法

（２） 固定資産の減価償却の方法

定額法を採用している。

（３） 消費税などの会計処理

税込方式を採用している。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 (単位：円）

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源などの内訳は、次のとおりである。 (単位：円）

４　財務諸表に対する注記（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券 3,117,288,000 520,068,063 684,362,513 2,952,993,550

普通預金 0 400,000,000 399,728,000 272,000

定期預金 95,750,440 0 0 95,750,440

小　　　計 3,213,038,440 920,068,063 1,084,090,513 3,049,015,990

特定資産

建物修繕積立資金 18,683,531 3,800,308 22,483,839 0

経営安定化資金 7,529,000 0 0 7,529,000

レインボー留学生基金（指定） 585,664,340 221,804,659 239,719,262 567,749,737

39,370,000 5,400,000 2,760,000

貸付積立資産（日本人大学生留学奨学金） 2,750,106 7,078,278 7,057,379 2,771,005

貸付金(日本人大学生留学奨学金） 42,010,000

小　　　計 653,996,977 238,083,245 272,020,480 620,059,742

合　　　計 3,867,035,417 1,158,151,308 1,356,110,993 3,669,075,732

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産からの

充当額）
（うち一般正味財産からの

充当額）
　　（うち負債に対
応する額）

基本財産

投資有価証券 2,952,993,550 (2,933,361,550) (19,632,000) (0)

普通預金 272,000 (272,000) (0) (0)

定期預金 95,750,440 (34,423,917) (61,326,523) (0)

小　　　計 3,049,015,990 (2,968,057,467) (80,958,523) (0)

経営安定化資金 7,529,000 (0) (7,529,000) (0)

特定資産

建物修繕積立資金 0 (0) (0) (0)

2,771,005 (2,771,005) (0)

567,749,737 (567,749,737) (0)レインボー留学生基金（指定） (0)
貸付積立資産（日本人大学生留学奨学金） (0)

貸付金(日本人大学生留学奨学金） 42,010,000 (42,010,000) (0) (0)

小　　　計 620,059,742 (612,530,742) (7,529,000) (0)

合　　　計 3,669,075,732 (3,580,588,209) (88,487,523) (0)

11



４　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

(単位：円）

５　指定正味財産から一般正味財産への振替額

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである。

(単位：円）

６　金融商品の状況

（１） 金融商品に対する取組方針

当法人は、公益目的事業の財源の一部を運用益によって賄うため、債券及びデリバティブ取引を組み込んだ複合金融商品

により資産運用している。

当法人が利用するデリバティブ取引は、デリバティブを組み込んだ複合金融商品（仕組債・仕組預金）のみであり、一定の

割合を限度としている。なお、投機目的のデリバティブ取引は行わない方針である。

（２） 金融商品の内容及びそのリスク

投資有価証券は、債券及びデリバティブ取引を組み込んだ債券(仕組債)であり、発行体及び参照組織の信用リスク、

市場リスク（金利の変動リスク及び市場価格の変動リスク）にさらされている。

（３） 金融商品のリスクに係る管理体制

（ア） 資産運用規程に基づく取引

金融商品の取引は、当法人の資産運用規程及び債券運用基準に基づき行う。

（イ） 信用リスク・市場リスクの管理

債券及び仕組債については、発行体及び参照組織の信用情報や時価の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

寄付金 アジア太平洋博覧会協会他 3,242,559,970 239,556,865 402,462,615 3,079,654,220

地方公共団体補助金 福岡市 516,290,393 22,855,427 38,211,831 500,933,989
指定正味財産

合　　　　計 3,758,850,363 262,412,292 440,674,446 3,580,588,209

経常収益への振替額

　基本財産受取利息への振替額 53,427,959

　受取福岡市補助金への振替額 937,273

内　　　容 金　額

　受取寄付金への振替額 0

　ﾚｲﾝﾎﾞｰ留学生基金受取利息への振替額 3,128,677

合　　計 57,493,909
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５ 附 属 明 細 書 

 

（１） 基本財産及び特定資産の明細 

財務諸表に対する注記の「２ 基本財産及び特定資産の増減額並びにその

残高」及び「３ 基本財産及び特定資産の財源等の内訳」に記載をしている。 

 

（２） 引当金の明細 

記載すべき事項はない。 
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(単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金額

(流動資産)
 現金預金 預金 0

 小口現金 0
 普通預金 運転資金として 40,858,631

福岡銀行天神町支店 〃 21,463,971
〃 〃 4,416,011
〃 〃 400,000
〃 〃 85,590
〃 〃 612,710
〃 〃 13,077,819
西日本シティ銀行天神支店 〃 500,000
〃 〃 255,722
福岡中央銀行本店営業部 〃 46,808

40,858,631
 その他流動資産  未収金 9,396,189

 前払費用 274,661
  前払保険料 火災保険料 274,661
 未収金利息 8,302,645
  投資有価証券未収利息 8,302,645

17,973,495
58,832,126

(固定資産)
 基本財産  投資有価証券 2,952,993,550

  一般正味財産 19,632,000
   第141回利付国庫債(西日本ｼﾃｨTT) 公益目的保有財産であり、その運用益を

公益目的事業の財源としている。
19,632,000

  指定正味財産 2,933,361,550
   平成18年度第1回福岡市債(みずほ) 公益目的保有財産であり、その運用益を

公益目的事業の財源としている。
300,990,000

   平成18年度第1回福岡市債(三菱) 〃 200,702,000
   平成23年度第4回福岡市債(みずほ) 〃 497,650,000
   平成23年度第4回福岡市債(大和) 〃 497,600,000
   第11回利付国庫債券30 運用益を運転資金として使用している。 48,868,750
   第141回利付国庫債権20(ふくおか証
券)

公益目的保有財産であり、その運用益を
公益目的事業の財源としている。

19,632,000

   第245日本道路保有･債務返済機構 運用益を運転資金として使用している。 89,380,000
   平成27年度第4回北海道債（野村） 〃 91,077,800
   平成27年度第4回北海道債（三菱） 〃 90,772,000
   みずほフィナンシャルＧ劣後債 公益目的保有財産であり、その運用益を

公益目的事業の財源としている。
199,660,000

   第47回東京電力パワーグリッド（野村） 〃 90,382,000
   第47回東京電力パワーグリッド（大和） 〃 90,490,000
   第561回中部電力債(大和) 〃 141,740,000
   第76回利付国債(30年) 〃 186,411,000
   第194回利付国債(20年) 〃 184,246,000
   利付国債(30年)第5回 〃 203,760,000
 普通預金 272,000
  指定正味財産 272,000

福岡銀行天神町支店 272,000
 定期預金 95,750,440
  一般正味財産 61,326,523

福岡銀行天神町支店 公益目的保有財産であり、その運用益を
公益目的事業の財源としている。

5,087,823

西日本シティ銀行天神支店 一部が公益目的保有財産であり、運用益
を公益目的事業の財源及び運転資金とし
て使用している。

52,238,700

福岡銀行天神町支店 公益目的保有財産であり、その運用益を
公益目的事業の財源としている。

4,000,000

  指定正味財産 34,423,917
福岡銀行天神町支店 公益目的保有財産であり、その運用益を

公益目的事業の財源としている。
6,000,000

〃 一部が公益目的保有財産であり、運用益
を公益目的事業の財源及び運転資金とし
て使用している。

9,391,740

西日本シティ銀行天神支店 公益目的保有財産であり、その運用益を
公益目的事業の財源としている。

9,032,177

福岡中央銀行本店営業部 運用益を運転資金として使用している。 10,000,000
3,049,015,990

 特定資産  経営安定化資金 7,529,000
普通預金 福岡銀行天神町支店 その積立資金を将来にわたる事業等の安

定的かつ継続的な実施の財源としている。
7,529,000

 レインボー留学生基金 567,749,737
普通預金 福岡銀行天神町支店 交付者の定めた使途に充てるために保有

している資金で、その積立資産を公益目的
事業の財源としている。

33,957,595

  福岡市債23-4 〃 149,280,000

その他流動資産合計

６　財産目録（令和８年３月31日現在）

貸借対照表科目

現金預金合計

流動資産合計

基本財産合計
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場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目
  福岡県債23-1 〃 100,231,300
  金融機構債20-19 〃 39,452,000
  福岡県債26-4(20年） 〃 90,810,000
  第151回利付国債(20年） 交付者の定めた使途に充てるために保有

している資金で、その積立資産を公益目的
事業の財源としている。

55,140,000

  千葉県令和7年度第9回公募公債 〃 58,488,600
  郵基金積立預金 ゆうちょ銀行 〃 290,242
  定期預金 西日本シティ銀行天神支店 〃 20,000,000
  福基金積立預金 福岡銀行天神町支店 〃 20,100,000
 貸付積立資産(日本人大学生留
学奨学金)

2,771,005

  普通預金 福岡銀行天神町支店 交付者の定めた使途に充てるために保有
している資金で、その積立資産を公益目的
事業の財源としている。

1,920,000

  普通預金 ゆうちょ銀行 841,005
  普通預金 西日本シティ銀行天神支店 10,000
 貸付金(日本人大学生留学奨学
金)

42,010,000

620,059,742
 その他固定資産  長期前払費用 99,781

  長期前払保険料 火災保険料
公益目的事業、法人会計の共用となって
いる。
（共用割合）
公益目的事業　　　　　　　　　　　　　95.9％
法人会計　　　　　　　　　　　　　　　　　4.1％

99,781

 建物 公益目的事業(留学生宿舎)および管理運
営の用に供している。
ただし、上記の一部につき法人会計の共
用となっている。
公益目的事業　　　　　　　　　　　　　95.9％
法人会計　　　　　　　　　　　  　　　　　4.1％

50,876,420

 建物付属設備 公益目的事業および管理運営の用に供し
ている。
ただし、上記の一部につき法人会計の共
用となっている。
公益目的事業　　　　　　　　　　　　　79.2％
法人会計　　　　　　　  　　　　　　　　20.8％

70,929,640

 構築物 〃
ただし、上記の一部につき法人会計の共
用となっている。
公益目的事業　　　　　　　　　　　　　79.2％
法人会計　　　　　　　　　　　　　　　　20.8％

2,217,676

 什器備品 〃
ただし、上記の一部につき法人会計の共
用となっている。
公益目的事業　　　　　　　　　　　　　86.4％
法人会計　　　　　　　　　　　　　　　　13.6％

22,232,224

 減価償却累計額 ▲45,179,038 
 電話加入権 管理運営の用に供している。 961,688
 借地権 公益目的事業および管理運営の用に供し

ている。
ただし、上記の一部につき法人会計の共
用となっている。
公益目的事業　　　　　　　　　　　　　95.9％
法人会計　　　　　　　　　　  　　　　　　4.1％

6,200,000

108,338,391
3,777,414,123
3,836,246,249

(流動負債)
 未払金 10,177,617
 預り金 源泉所得税、社会保険料、返還金等 13,367,125
 前受金 900,000

24,444,742
（固定負債）

0
24,444,742

3,811,801,507正味財産

資産合計

負債合計

特定資産合計

その他固定資産合計
固定資産合計

流動負債合計

固定負債合計
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第３ 令和８年度事業計画に関する書類 

 

１ 事業計画 

（１）アジア太平洋博覧会－福岡’89を記念する事業 

福岡アジア文化賞の共催及びアジア太平洋こども会議への助成を行う。 

 

（２）市民の国際交流を促進する事業 

① 国際交流活動助成 

市民の国際交流を支援し、福岡市のさらなる国際化及び多文化共生社会の実現等 

   に寄与する活動に対して助成を行う。 

② 外国人支援ボランティアバンク 

    地域住民と外国人との相互理解や交流の促進、多文化共生社会の実現のため、通 

   訳等ボランティアの派遣等の外国人支援を行う。 

③ 語学等を通じた国際理解 

    留学生から学ぶ外国語教室、外国人による日本語スピーチコンテスト等の事業を

行う。 

  ④ 国際交流推進 

    市民の国際交流の推進や外国人支援の強化を図るため、子どもを対象とした事業

を中心に福岡アジア美術館や福岡市総合図書館等の他機関と連携し事業を実施する。 

   

（３）在住外国人及び外国人学生を支援する事業 

① 一般相談・情報提供 

    「福岡市外国人総合相談支援センター」において、在留手続き、雇用等の生活に

係る様々な相談に電話通訳サービスを含め 24言語で対応し、関係機関への案内や情

報提供を行う。 

② 外国人専門相談 

    在住外国人向けに法律相談や心理カウンセリング等を実施する。 

③ 地域における日本語教育の推進 

    地域日本語教室で在住外国人の日本語学習支援の担い手となるボランティアを養

成する講座や日本語を初めて勉強する外国人を対象に日本語の基礎を学ぶ講座を開

催するほか、新たに日本語教室を開設する団体の掘起し及び教室立上げ時の日本語

教師派遣等を行う。 

  ④ 外国にルーツを持つ子どもと保護者の支援 

    外国にルーツを持つ子どもや保護者の日本語学習支援や子どもの居場所づくり等

を行うほか、子どもを対象とした日本語教室を支える人材を育成する。 

  ⑤ その他 

    地域での相互理解・国際交流を促進するため、区役所や自治会等と連携し交流事

業を実施するとともに、日本語学校や専門学校、外国人が働く企業で、日常生活に
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おけるルール・マナーについての出前講座等を行う。 

 

（４）グローバル人材を育成する事業  

  ① 福岡市国際財団奨学金 

福岡での就職等を希望する外国人留学生への奨学金給付を行うとともに、地元企

業でのインターンシップ等、福岡への定着に向けたサポートを行う。 

② 留学生育英奨学金 

    福岡都市圏で学ぶ留学生へ団体や企業、個人からの寄付金による奨学金を給付す

る。 

③ 日本人大学生留学奨学金 

    海外留学を希望し、大学卒業後に福岡で就職等を目指す日本人大学生に奨学金を

貸与する。令和８年度から対象人員枠を拡大する。 

④ 留学生と企業の交流サロン 

就職活動に必要な知識等の啓発及び地元企業との交流により留学生の就職支援及

び福岡への定着を促進する。 
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２　収支予算書（令和８年４月１日から令和９年３月31日まで）

（１）収支予算書
（単位：千円）

科  目 当　年　度 前　年　度 増  減 備 考
Ⅰ 一般正味財産増減の部

 １． 経常増減の部
(１) 経常収益
①基本財産運用益 55,802 53,402 2,400
②特定資産運用益 12,320 7,534 4,786
③事業収益 28,205 28,701 ▲ 496
④受取補助金等 126,931 122,367 4,564
⑤受取負担金 450 450 0
⑥受取寄付金 4,000 4,000 0
⑦雑収益 5 5 0
経常収益計 227,713 216,459 11,254

(２) 経常費用
①事業費 201,164 190,537 10,627
②管理費 28,698 27,781 917
経常費用計 229,862 218,318 11,544
当期経常増減額 ▲ 2,149 ▲ 1,859 ▲ 290

 ２． 経常外増減の部
(１) 経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
(２) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 ▲ 2,149 ▲ 1,859 ▲ 290
一般正味財産期首残高 235,116 252,780 ▲ 17,664
一般正味財産期末残高 232,967 250,921 ▲ 17,954

Ⅱ 指定正味財産増減の部
①受取寄付金 0 0 0
②受取補助金 0 0 0
③基本財産運用益 55,671 53,272 2,399
④特定資産運用益 7,548 7,536 12
⑤一般正味財産への振替額 ▲ 68,426 ▲ 61,920 ▲ 6,506

当期指定正味財産増減額 ▲ 5,207 ▲ 1,112 ▲ 4,095
指定正味財産期首残高 3,757,738 3,933,748 ▲ 176,010
指定正味財産期末残高 3,752,531 3,932,636 ▲ 180,105

Ⅲ 正味財産期末残高 3,985,498 4,183,557 ▲ 198,059
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（２）収支予算書内訳表
（単位：千円）

科  目 公益目的事業会計 法人会計 予算額 備 考
Ⅰ 一般正味財産増減の部

 １． 経常増減の部
(１) 経常収益

①基本財産運用益 51,123 4,679 55,802
②特定資産運用益 12,320 0 12,320
③事業収益 28,205 0 28,205
④受取補助金等 104,047 22,884 126,931
⑤受取負担金 300 150 450
⑥受取寄付金 4,000 0 4,000
⑦雑収益 0 5 5

経常収益計 199,995 27,718 227,713
(２) 経常費用

①事業費 201,164 0 201,164
②管理費 0 28,698 28,698

経常費用計 201,164 28,698 229,862
当期経常増減額 ▲ 1,169 ▲ 980 ▲ 2,149

 ２． 経常外増減の部
(１) 経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
(２) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 ▲ 1,169 ▲ 980 ▲ 2,149
一般正味財産期首残高 216,720 18,396 235,116
一般正味財産期末残高 215,551 17,416 232,967

Ⅱ 指定正味財産増減の部
①受取寄付金 0 0 0
②受取補助金 0 0 0
③基本財産運用益 50,977 4,694 55,671
④特定資産運用益 7,548 0 7,548
⑤一般正味財産への振替額 ▲ 63,753 ▲ 4,673 ▲ 68,426

当期指定正味財産増減額 ▲ 5,228 21 ▲ 5,207
指定正味財産期首残高 3,404,582 353,156 3,757,738
指定正味財産期末残高 3,399,354 353,177 3,752,531

Ⅲ 正味財産期末残高 3,614,905 370,593 3,985,498
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